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□会　長　　波多野　光裕
□副会長　　長野　鉄司
□幹　事　　松野　秀計
会報委員長　西垣　康紀

□題　字　　波多野　光裕
□例　会　　毎週水曜
□会　場　　岐阜都ホテル

 ６月　　ロータリー親睦活動月間

第 1450 例会  6/20 (水 )
定時総会（次年度予算承認） 

  
担当：会長・次期会計

会長挨拶　【波多野　光裕　会長】

　細則によりますと、「社会奉仕委員会は、本クラ

ブの会員がその地域社会に対する諸責務を遂行する

うえに役立つ指導と援助を与えるような方策を考案

しこれを実施するものとする。」とあります。また、

環境保全委員会も兼ねていることから、長良川清掃

に第１期より参加しています。

　当クラブでは、今は社会奉仕委員会＝若松学園と

なっていますが、３０期の歴史の中では、日本児童

育成園・岐阜養護学校・長良病院あかつき病棟・恵

光学園・岩野田老人クラブ・希望ヶ丘養護学校・長

良養護学校・美谷学園にも奉仕活動をしていました。

その他にもファミリーパークでの植樹もありまし

た。

　若松学園に対しての奉仕活動は、第３期より始ま

り、その時は、キャンピングセットの贈呈とプロ野

球オープン戦への招待でした。それ以降、カラオケ

セットの贈呈・グランド周囲に桜木の植樹・掃除機

贈呈・畳の表替え費用の寄付・未来博入場券・プロ

野球招待・花火大会への見学引率・壁の修理補助・

石川県への海水浴・東京ディズニーランド招待・も

ちつき参加協賛がありました。そして現在の、夏休

みのキャンプ支援・学園祭での日用品バザー協力と

学園祭への参加・クリスマスプレゼントについても

長く続いています。また、ＲＩ１００周年記念では、

夏休みのキャンプに「１００杯のバケツで１００匹

の稚鮎を放流しよう」という企画もやっております。

　形は違っても、第１期よりこのような奉仕活動を

継続していることは、当クラブの誇れることだと思

います。

出席報告（敬称略）
会員数：31 名
出席数：29/31
出席率：93.55%
欠席者：2名（出席免除 2 名　100.00%）
来訪者： A 分区ガバナー補佐 故金正司  
        京都さくらＲ．Ｃ  明石 純一  
        米山奨学生    陳  劭毓

第 1449 例会  6/9( 土 )
フィナーレ例会
 
   
担当： 親睦交流委員会

第 1448 例会  6/6( 水 )
慶祝行事
卓話（15）
１００万＄  
担当： 山口・国井

ニコニコＢＯＸ（敬称略）
故金正司：例会訪問です。本日も宜しくお願いいた

　　　　　します。

波多野光裕：今期もあと 1ヶ月です。残りよろしく

　　　　　お願いします。 

森本時夫 ：フィナーレ例会を欠席します。（はじめて）

　　　　　申し訳ありません。 

相宮貞雄：小椋さん先週はありがとうございます。 

国井省二：ようこそ、故金ガバナー補佐。先日の婦

　　　　　人の会、お世話に なりました。 山口先

　　　　　生、本日は宜しく。 

原尾  勝：早川さん、お世話になりますが宜しくお

　　　　　願いします。

松野秀計：アシスタントガバナー故金様、米山奨学

　　　　　生チンさんようこそ 

若山和正・小島正三：今日も元気で出席できました！
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慶祝行事（敬称略）
○会員誕生日のお祝い   

　　６月１７日　西垣  康紀 

　　６月２６日　原尾　勝    

○ご婦人誕生日のお祝い    

　　６月　５日　河村　都以    

　　６月２６日　久世　香代子

　　６月２８日　安藤  惠子

　　　次回例会のご案内

第１４５０例会  ６/２０(水 )
定時総会（次年度予算承認） 　

担当：会長・次期会計

会報・広報　６月担当　小島 正三

幹事報告事項（敬称略）

○幹事　松野　秀計     

本日は現・次期合同定例理事会ですので、理事役員

の皆様よろしく お願いします。

委員会報告事項（敬称略）

○出席委員会

   ２５年   皆出席   河村  訓陸
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平成２４年６月６日

卓　話　　　　　　　　　　『岐阜さくらの会』
山口　八郎

１９９３年に結成されたもので、来年で満２０周年となります。

活動の原点は、名古屋と金沢を結ぶ旧国鉄の長距離バス｢名金急行線｣の車掌で県内の沿

線に私財でさくらを植樹し続けた故佐藤良二さん（1929 ～ 77）の行為に感動し、その感

激を世界へ広げたいと当初仲間 100 人が結集したボランティア団体です。言い換えます

と、さくらは日本人を最も元気づけるものであり、その感激を国内外以外に広げたいと

いう主旨に基づいたものです。        

 （1）国内外での植樹活動の内容 

   ①国内植樹：1万 2千本 国外植樹：８千本

　 ②国内外で植樹された箇所：３３箇所        

   ③植樹された外国：中国杭州市を始めとする２２箇所（毎年実施）

 （2）会員数  個人：４１２名  法人：１６６社 

 （3）会の運営方法  大半は会費及びチャリチィーコンサート、ゴルフ大会での資金

 （4）最近の動向  来春に、震災の被災地へ植樹のための計画中である。   
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